
塾長の独り言 NO94 H２０．２．１４ 

「一歩、下がって見ると・・・・違った景色が！」 

 

先日、鹿嶋に行ってきました。 
意外な発見がありました！ 
 
いつもは当たり前のように、成田街道か東関東自動車道を通ります。 
しかし、その日は、２月１１日の祝日、そして大安の日。 
そして私の今年の運勢は東の方角が吉運だと・・・聞いていましたから。 
 
そんなこともあり、 
地図を大きく広げ、東の方角を向かう！ 
そして最終目的地の鹿嶋から我が家のある八千代市に線を引くと。 
・・・利根川沿いの国道が！あるではないか！ 
今回はいつもと違って、一度北の方角の印西を抜け、利根川沿いの道を一路東に潮来まで行き、そ

して鹿嶋に行きました。 
 
道は空いているし、眺めはいいし、信号も少なく、最高のドライブでした。 
なぜ、こんなルートに気づかなかったのか？ 
 
我々は、過去の経験や体験によって、固定観念、先入観念、パラダイムが出来上がっています。 
いや、いつの間にか、自分自身がこのパラダイムに支配されているのですね。 
俗に言う「無条件反射」ですね。 
何も考えずに・・・そうなってしまうのですね。 
 
「大局観察」 
「主体の客体化」 
私は、よくこの言葉を使っていますが、努力してそうするようにしなければ、出来ないものですね。 
 
「一歩、下がって・・・見てみよう！」 
すると今までと違った景色が見えるかもしれない！ 
 
「ゴールからスタートに・・・逆のルートを！」 
いつもは自分の位置からスタートして、相手の目的地へ目指すことが当たり前。 
時には、全く逆さまの目的地（ゴール）、相手の位置から、自分へと矢印を逆にしたら・・・どうかな？ 
 
＜コメント＞ 

「大局観察」・・・一歩下がって見る努力をしてみよう！ 

「相手本位」・・・時にはベクトルを自分からでなく、相手から自分を見る努力をしてみよう！ 

「目的地」・・・いつもはスタートから考えるが、時には目的地（ゴール）から考えることもしてみよう！ 

「疑問を持つ」・・・無条件反射するのではなく、一度立ち止まって素直な疑問を持つ努力をしよう！ 


